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G
GROUP CLIP Special

フ
ラ
ン
ス
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の「
林
檎
の
礼
拝
堂
」や
香
川
県
の

「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
知
ら
れ
る
美
術
家
・
田

窪
恭
治
氏
の
、
東
京
で
は
初
と
な
る
包
括
的
な
個
展
が
東
京
都
現

代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
展
は
前
述
の
2
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
、
現
地
の
再
現
で
は
な
い「
東
京
バ
ー
ジ
ョ
ン
」と
い
う
も
う

一
つ
の
解
釈
と
し
て
展
示
。
表
現
の
軸
と
な
る
床
材
な
ど
に
当
社

の
コ
ル
テ
ン
鋼（
厚
さ
25
ミ
リ
）や
鋳
物
が
約
１
４
０
ト
ン
採
用
さ

れ
て
い
る
。
中
で
も
、
3
階
か
ら
地
下
2
階
の
吹
き
抜
け
を
活
か

し
た
原
寸
大
の
礼
拝
堂
で
は
、
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
差
し
込
む
日
差
し

と
コ
ル
テ
ン
鋼
の
床
材
の
調
和
し
た
風
景
が
、
来
館
者
に
静
か
な

感
動
を
与
え
て
い
る
。

コ
ル
テ
ン
鋼（
※
）は
新
日
鉄
が
１
９
５
９
年
に
販
売
を
開
始
し

た
高
耐
候
性
鋼
材
。
塗
装
し
て
使
う
鉄
の
常
識
を
覆
し
、
一
般
的

に
鉄
の
弱
点
と
な
る
錆
を
緻
密
な
保
護
層
と
し
て
表
面
に
生
成
さ

せ
、
母
材
の
腐
食
を
抑
制
す
る
機
能
を
持
つ
。
こ
れ
ま
で
主
に
橋

梁
や
鉄
道
車
両
な
ど
に
多
用
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
、
時
間
経

過
と
と
も
に
重
厚
さ
を
増
す
表
面
の
色
彩
や
意
匠
性
、
構
造
物
の

長
寿
命
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
注
目
さ
れ
、
建
築
材
料
と
し
て
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。

田
窪
氏
は
、
作
家
が
い
な
く
な
っ
た
未
来
も
生
き
続
け
る
風
景

を
表
現
の
対
象
と
し
た
自
ら
の
創
作
を「
風
景
芸
術
」と
呼
ん
で
お

り
、
そ
の
中
で「
人
間
が
足
の
裏
を
通
し
て
直
接
地
球
と
接
す
る

地
べ
た
、床
は
中
途
半
端
な
素
材
で
は
そ
の
重
み
に
耐
え
ら
れ
な
い
」

と
語
る
。
重
厚
な
存
在
感
を
持
つ
コ
ル
テ
ン
鋼
は
地
下
に
眠
っ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
の
鼓
動
を
聴
く「
感
覚
の
聴
診
器
」と
し
て
、

空
間
・
時
間
的
に
開
か
れ
た
同
展
の
創
造
の
世
界
を
支
え
て
い
る
。

東
京
都
現
代
美
術
館  

田
窪
恭
治
展
で

コ
ル
テ
ン
鋼
の
存
在
感
を
味
わ
う

「林檎の礼拝堂」を東京バージョンとして再構築。ラテン十字形の床材にコルテン鋼、礼拝
堂の周囲に約10センチ角の小さな鋳物（名称「コルクTM」）が採用されている

現在構想中の「神椿」入り口から駐車場に架けるコルテン鋼の橋梁模型（仮称：神椿ブリッジ）
も展示。およそ3分の1のサイズだが、その長さは26メートルにも及ぶ

「
田
窪
恭
治
展

　
風
景
芸
術
」

会　
　

場
：
東
京
都
現
代
美
術
館 （
東
京
都
江
東
区
）

会　
　

期
：
２
０
１
１
年
2
月
26
日
〜
5
月
8
日（
月
曜
日
休
館
）

開
館
時
間
：
10
〜
18
時（
入
場
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で
）

お
問
い
合
わ
せ
先
：
東
京
都
現
代
美
術
館　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
│

５
２
４
５
│

４
１
１
１（
代
表
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.m
ot-art-m

useum
.jp

（※）コルテン鋼（COR-TEN）はUnited States Steel Corp. の登録商標です

こんぴらさんで建築された新茶所「神椿」を、厚さ
25ミリのコルテン鋼と「コルクTM」を敷き詰めた空
間として再構築。その上を歩き、踏みしめた感触
や響く音を体で感じながら展示を鑑賞できる
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

弊
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
特
に
釜
石
製
鉄
所

の
被
害
は
甚
大
で
、
皆
様
に
も
大
変
ご
心
配
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、弊
社
・
グ
ル
ー

プ
会
社
・
協
力
会
社
の
社
員
お
よ
び
家
族
の
安

否
に
つ
い
て
最
大
限
の
努
力
を
払
い
鋭
意
調
査

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
行
政
等
関
係
先
と
も
協
力
し
、

震
災
か
ら
の
復
興
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

尚
、
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、
被
災
者
の
皆
様

の
救
援
と
被
災
地
の
復
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
の
義
援
金
と
し
て
、
今
後
5
億
円
を
拠
出

す
る
と
と
も
に
、
食
料
・
生
活
物
資
や
資
機
材

の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

新
日
鉄
は
2
月
18
日
、
ウ
ジ
ミ
ナ

ス
社
の
主
要
株
主
で
あ
る
ヴ
ォ
ト
ラ

ン
チ
ン
社
、
カ
マ
ル
ゴ
社
、
日
本
ウ

ジ
ミ
ナ
ス
社（
当
社
子
会
社
）、
三
菱

商
事（
株
）、（
株
）メ
タ
ル
ワ
ン
と
の

間
で
、
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
社
に
関
す
る
新

株
主
間
協
定
を
締
結
し
た
。
新
株
主

間
協
定
は
、
現
協
定
の
早
期
終
了
後

（
２
０
１
６
年
11
月
予
定
）直
ち
に
発

効
し
、
２
０
３
１
年
11
月
ま
で
効
力

を
持
つ（
そ
の
後
5
年
毎
の
延
長
条

項
付
き
）。

今
後
と
も
当
社
は
、
新
協
定
の

も
と
、
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
社
を
支
援
し
、

当
社
・
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
社
両
社
の
企
業

価
値
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

新
日
鉄
は
将
来
に
わ
た
り
非
微

粘
炭
安
定
調
達
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
豊
田
通
商（
株
）が
豪
州

子
会
社
経
由
で
保
有
す
る
豪
州

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

イ
ン
テ
グ
ラ
炭
鉱
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
権
益
2
・
35
％
を
購

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
社
と

売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
れ
ま

で
同
Ｊ
Ｖ
の
権
益
を
3
・
6
％
保

有
し
て
お
り
、
今
回
の
追
加
取
得

で
5
・
95
％
と
な
る
。
な
お
同
Ｊ

Ｖ
は
非
微
粘
炭
、
一
般
炭
を
年
間

約
３
３
０
万
ト
ン
生
産
し
て
い
る
。

新
日
鉄
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル（
株
）、

双
日（
株
）、（
独
）石
油
天
然
ガ
ス
・

金
属
鉱
物
資
源
機
構
お
よ
び
韓
国

の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｓ（
韓
国

国
民
年
金
基
金
）の
日
韓
連
合
は
、

高
級
鋼
材
の
生
産
に
不
可
欠
な
レ

ア
メ
タ
ル（
希
少
金
属
）で
あ
る
ニ

オ
ブ
の
鉱
山
企
業
で
、
世
界
生
産

量
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
る
ブ

ラ
ジ
ル
の
カ
ン
パ
ニ
ア
・
ブ
ラ
ジ
レ

イ
ラ
・
メ
タ
ル
ジ
ア
・
イ
・
ミ
ネ
ラ

ソ
ン
社
と
、
同
社
株
式
の
15
％
を

取
得
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

G
GROUP CLIP

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

経　営

経　営

経　営

高
級
鋼
材
に
不
可
欠
な

レ
ア
メ
タ
ル
生
産
企
業

に
共
同
出
資

豪
州
イ
ン
テ
グ
ラ
炭
鉱
の

権
益
を
追
加
取
得

東北地方太平洋沖地震の
被災者・被災地への支援について

ウ
ジ
ミ
ナ
ス
社
に
関
す
る

新
株
主
間
協
定
を
締
結
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www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

5月17日（火）/ 18:30
紀尾井　江戸 邦楽の風景（四）隅田川
渡辺保、内藤正人（対談）
清元清寿太夫（浄瑠璃）、清元菊輔（三味線）ほか
清元「隅田川」

第20回記念 ヴィオラスペース2011
ヴィオリストたちによる大いなる饗宴
5月27日（金）/ 19:00
コンサートⅠ 「アンサンブルの妙

たえ

」
5月28日（土）/ 18:30
コンサートⅡ 「ザ・コンチェルト」
5月29日（日）/17:00
コンサートⅢ「ヴィオラ、ヴィオラ、ヴィオラ
　　　　　  ～ヴィオラ万歳！」
〈ミニ・コンサート〉
5月28日（土）/ 11:00
i   「今井信子とアジアン・フレンズ」
5月28日（土）/ 14:00
ii  「ライジング・アーティスト・コンサート」
5月29日（日）/ 13:00
ⅲ  「マーロフ＆ヘルテンシュタイン
　ジョイント・リサイタル」

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

　大ヒット漫画「のだめカンタービレ」
のドラマやＣＭでおなじみの交響曲
第7番。ベートーヴェンの曲の中で
もっともリズミカルで生命力に満ち
溢れた代表作です。そして第8番は、
第7番ほどの華やかさこそないもの
の、独創的かつロマン的、ベートー
ヴェン自身が気に入っていた作品と
言われています。指揮はドイツの俊
英リープライヒ。端正な音づくりの
中に情熱漲らせるベートーヴェン像
を燃え上がらせます。4年ぶりの登場。

紀尾井シンフォニエッタ東京
第79回 定期演奏会

紀尾井シンフォニエッタ東京創立15周年記念
ベートーヴェン交響曲全曲ツィクルス⑤

スケジュール

リープライヒ

5月13日（金）/ 19:00　14日（土）/ 14:00

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

建
材
営
業
部
土
木
建
材・軌
条
グ
ル
ー
プ

 
０
３
│
６
８
６
７
│
５
４
１
７

ⓒ Lukas Beck

新
日
鉄
化
学（
株
）
総
務
部
（
広
報
）

 
０
３
│
５
２
０
７
│
７
６
０
０

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

ガラス管
作用極
（チタニア/色素）

集電電極

電解液層

対極
（チタン/白金）

円筒型色素増感太陽電池の構造

新
日
鉄
は
独
シ
ー
メ
ン
ス
社

よ
り「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
ア
ワ
ー

ド
２
０
１
０（
技
術
）」を
受
賞
し

た
。
同
賞
は
同
社
が
毎
年
、技
術
、

品
質
、
調
達
、
物
流
な
ど
各
分

野
で
優
れ
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を

各
1
社
表
彰
す
る
も
の
。
新
日

鉄
の
方
向
性
電
磁
鋼
板「
オ
リ
エ

ン
ト
コ
ア
Ｈ
Ｉ-

Ｂ
®

」は
、
同

社
の
戦
略
商
品
で
あ
る
超
高
電
圧

送
電
用
や
都
市
部
の
変
圧
器
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
低
損
失
化
や

低
騒
音
化
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
材
料
提

案
な
ど
、
同
社
の
品
質
競
争
力
強

化
に
関
す
る
技
術
分
野
で
の
貢
献
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

九
州
工
業
大
学
大
学
院
生
命
体

工
学
研
究
科
の
早
瀬
修
二
教
授
と

新
日
鉄
化
学（
株
）は
、
次
世
代
の

太
陽
光
発
電
と
し
て
共
同
研
究
を

進
め
て
い
る「
色
素
増
感
太
陽
電

池
」に
つ
い
て
、
独
自
の
円
筒
型
セ

ル
構
造
の
開
発
に
よ
り
耐
久
性
向

上
に
成
功
し
た
。
今
後
は
円
筒
型

金
属
酸
化
物
半
導
体
電
極
の
作
製

方
法
の
改
良
お
よ
び
電
極
加
工
方

法
を
最
適
化
し
変
換
効
率
向
上
を

図
る
。
ま
た
セ
ル
の
耐
久
性
評
価

を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
合
わ
せ
て
評
価

し
、
電
解
液
漏
洩
の
な
い
製
品
化

を
目
指
す
。

新
日
鉄
、
浅
草
寺
、
清
水
建

設（
株
）は
、「
大
規
模
チ
タ
ン
製

段
付
本
瓦
葺
き
屋
根
の
実
用
化

（
浅
草
寺
本
堂
）」で
、
大
谷
美
術

館
賞
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、
材

料
表
面
の
美
的
評
価
向
上
に
関
す

る
優
れ
た
作
品
お
よ
び
顕
著
な
技

術
・
業
績
を
表
彰
す
る
た
め
に
、

２
０
０
３
年
度
に
創
設
さ
れ
、
新
日

鉄
の
受
賞
は
今
回
で
3
回
目
。

日
本
瓦
の
風
合
い
を
巧
み
に
再
現

し
た
当
社
の
チ
タ
ン
瓦
は
、
同
寺
宝

蔵
門
屋
根
へ
の
採
用
実
績
が
評
価
さ

れ
、
面
積
が
3
倍
ほ
ど
の
本
堂
屋
根

で
も
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
瓦
に
代
え

て
採
用
さ
れ
た
。
屋
根
施
工
は（
株
）

カ
ナ
メ
が
実
施
。

新
日
鉄
は
兵
庫
県
法
華
山
谷
川

河
川
改
修
工
事
向
け
に
ハ
ッ
ト
形

鋼
矢
板
の
重
防
食
製
品「
Ｎ
Ｓ-

Ｐ

Ａ
Ｃ
®

」を
初
納
入
し
た
。
同
製
品

は
他
社
に
先
駆
け
２
０
１
０
年
10

月
、
ウ
レ
タ
ン
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
被
覆

に
製
法
を
変
更
し（
従
来
は
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
シ
ー
ト
被
覆
製
法
）開
発
し

た
も
の
。
製
品
幅
９
０
０
ミ
リ
は
従

来
の
広
幅
鋼
矢
板（
製
品
幅
６
０
０

ミ
リ
）に
比
べ
、
壁
面
積
当
た
り
の

鋼
材
重
量
軽
減
と
、
施
工
延
長
当
た

り
の
打
設
枚
数
が
減
る
こ
と
で
施
工

時
間
を
短
縮
で
き
る
、「
材
料+

施

工
で
経
済
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
」製
品
。

製　品製　品

製　品グループ
ハ
ッ
ト
形
鋼
矢
板
重
防
食

製
品
が
初
採
用

新
日
鉄
化
学（
株
）が

「
色
素
増
感
太
陽
電
池
」の
耐
久
性
向
上
に
成
功

浅
草
寺
本
堂
チ
タ
ン
屋
根 

大
谷
美
術
館
賞
を
受
賞

方
向
性
電
磁
鋼
板
が
独
シ
ー
メ
ン
ス
社

「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
０(
技
術)

」を
受
賞


	P17-19GROUP CLIP
	P17
	P18
	P19




